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イノシシの豚熱検査結果の分析概要 

 

１．25都府県における分析 

イノシシでの豚熱感染が確認されている 25都府県における豚熱感染状況と免

疫獲得状況について分析。 

※宮城県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、東京都、神奈川

県、新潟県、山梨県、長野県、富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛

知県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、及び和歌山県 

※これらのうち、宮城県、山形県、及び福島県では経口ワクチンは未散布 

 

（１）岐阜県 

・2020年 4月以降、月当たりの感染個体の頭数は 10頭以下、感染個体の割合は

10%以下に減少した。その後、発生は散発的となり、2021 年 1～8 月にかけて

8頭の感染個体が確認された。 

・2019 年 4 月以降、免疫獲得個体の割合の増加と感受性個体の割合の減少が見

られたが、2020 年 7 月以降はその現象は逆転し、免疫獲得個体よりも感受性

個体の割合が高い状態となっている。2021 年 8 月時点、感受性個体の割合が

約 67%、免疫獲得個体の割合が約 33%となっている。 

・特に幼獣では感受性個体の割合が高く、2021 年 8 月時点では、約 70%が感受

性個体であった。一方、成獣では、2020 年 9 月以降、感受性個体の割合が免

疫獲得個体の割合よりもやや高い状態で推移し、2021 年 8 月時点で感受性個

体の割合が約 60%、免疫獲得個体の割合が約 40%となっている。 

・岐阜県では、感染個体の確認は散発的になってはいるものの、免疫獲得個体の

割合の減少と感受性個体の割合の増加が確認されていることから今後も、幼

獣や亜成獣での感染や、周辺地域からの感染イノシシからの移動、及びこれら

に伴う感染の維持・拡大に注視する必要がある。 

 

（２）愛知県 

・2020 年夏頃から免疫獲得個体の割合の減少と感受性個体の割合の増加が確認

され、免疫獲得個体よりも感受性個体の割合が高い状態である。2021 年 8 月



 

時点では、感受性個体の割合が 87%、免疫獲得個体の割合が 13%となっている。

この傾向は、ワクチン散布の開始時期が早かった北部（犬山市、小牧市、春日

井市、及び瀬戸市）と、それ以外の地域からなる南部でも同様の傾向が見られ

た。 

・愛知県では、感染個体の確認は散発的になってはいるものの、北部、南部とも

に、免疫獲得個体の割合の減少と感受性個体の割合の増加が確認されている

ことから、今後も、幼獣や亜成獣での感染や、周辺地域からの感染イノシシの

移動、及びこれらに伴う感染の維持・拡大に注視する必要がある。 

 

（３）東北地方 

・宮城県と山形県の南部では、感染が継続している。感染個体数が多く、感染個

体の割合も高いため、今後も感染が継続・拡大するおそれがある。 

・福島県では、小規模ながら感染が確認されており、今後も感染が維持される可

能性がある。 

 

（４）関東甲信越地方 

・栃木県では北部から東部にかけて、茨城県では北部と筑波山周辺で感染が継続

している。感染個体数が多く、感染個体の割合も高いため、今後も感染が継続・

拡大するおそれがある。 

・神奈川県、新潟県、及び山梨県では、小規模ながら感染が確認されており、今

後も感染が維持される可能性がある。 

・群馬県、埼玉県、東京都、及び長野県では、感染個体の確認が限局的であり、

数ヵ月間感染個体が確認されていない地域もある。今後再発がないか注視す

る必要がある。 

 

（５）北陸中部地方 

・富山県、石川県、及び静岡県では、感染個体の確認が限局的であり、数ヵ月間

感染個体が確認されていない地域もある。今後再発がないか注視する必要が

ある。 

・福井県では、小規模ながら感染が確認されており、今後も感染が維持される可

能性がある。 

 

（６）近畿地方 

・三重県と和歌山県では、紀伊半島で広く感染が継続している。感染個体数が多

く、感染個体の割合も高いため、今後も感染が継続・拡大するおそれがある。 

・京都府と兵庫県では、感染個体が確認されている場所は限られているものの、

感染個体数が多く、感染個体の割合も高いので、今後も感染が継続・拡大する

おそれがある。 



 

・滋賀県、大阪府、及び奈良県では、小規模ながら感染が確認されており、今後

も感染が維持される可能性がある。 




